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水面の空に実りを祈る二番植え！

切
口
を
揃

へ
て
蕗
の
煮
付

か
な

展
宏

先

月

か
ら
山
菜

が
出
回

っ
て

い

る
。

報
道

に
よ
る
と
、

シ
ド
ヶ
と

間

違
っ
て

毒
草
を
食

べ
た
人

が
い

る
そ
う

だ
か
ら
、

ご
用
心

を
。

山
菜
は

、
今
が
句
。
美

味
で
あ

る
。

大
自
然

の
恵
み
に
感

謝
し

な

け

れ

ば
い
け

な
い
。
栽
培
物

は
野

趣

に
欠
け

る
。

ウ
ド
な
ん

か
の
っ

ぺ
ら

ぼ
う

で

、
味
も
匂

い
も
今
一

つ
。
先

っ

ぽ
を
て
ん

ぶ
ら
に

も
で

き
な

い
。
若

い
頃

は
、
お

い
し

い

と
は
思

わ
な

か
っ
た
。

む
し

ろ

、

嫌

い
だ
っ
た
。

が
、
最
近
無
性

に

食

べ
た
く
な

る
時

が
あ
る
。
き

っ

と
、
味

覚

が
変
化
し
て
い
る
の
だ
。

そ
う

い
え

ば
、

タ
ラ

の
芽
も
好
き

に
な
っ
て

い
る
。

し

ぶ
味

の
強

い
山
菜

は
、
ア

ク

抜
き
を
す

る
。

抜
け
す

ぎ
る
と
、

お
い
し
く

な
い
。
ア

ク
が
少
し
残

っ
て
い
る
か
ら
こ
そ

、う

ま
み

が
堪

能

で
き
る
。
人
間

も
同
じ

で
、
多

少
ア

ク

が
あ

っ
た
方

が
良

い
。
強

す

ぎ
て
は
食
え

な
い
。
何

事
も
、

頃
合

が
肝
心

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
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日
本
赤
十
字
社
が
表
彰
！

五
月

十
日
（
月

）
、
役
場

に
お

い

て
、
日
本

赤
十
字
社
青

森
県
支
部

が
、
蓬
田

村
・
幼

稚

園
・
小
学

校
・

中
学
校

へ
感
謝
状
を

、
村
青
少
年

赤
十
字

活
動
研
究
推

進
連
絡
協
議

会

へ
貢

献
頌
を
、
そ

れ

ぞ
れ
に
授

与
し
ま
し

た
。

村

で
は
、
平
成
元

年
か
ら
三
年

間
、

青
少
年
赤
十
字
活

動
研
究
委

嘱
地

域
と
し
て
、
村

教
育
関
係
団

体
あ

げ
て
赤
十
字
精

神
の
具
現
化

や
研

究
活
動
に
取
り

組
ん
で

き
ま

し

た
。

今
回

の
表
彰
は

、
こ
れ
ら

の
活

動

の
功
績

が
認

め
ら
れ
た
も

の
で

す
。お

め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

八戸村長奈良教育長

福田中学校校長

相内幼稚園長東小学校教頭

蓬中野球部県大会へ
青森支部予選優勝！

五
月

九
日
（
日

）
、
青
森
市

営
球
場
に

お

い
て

全
日
本
少

年
軟
式
野
球

大
会
青

森
支
部
予

選

が
行

わ
れ
ま
し

た
。

蓬
田
中

学
校
野

球
部
は
準

決
勝
で
平

館
中

と
対
戦
し
二

対
○
と
勝

ち
進
み

、

決
勝

で
は
小
湊

を
三

対
一
で
下
し

み

ご

と
優

勝
し

県
大
会

へ
の
出
場

権
を
得
ま

し

た
。

県
大

会
は

、
六
月

十
二

・
十
三

日

の

両
日

、
五

所
川
原

市
を
会
場

に
開
催

さ

れ
ま
す

。

蓬
中

野
球
部

の
毎
日

の
練

習
は

ス
ポ

ー

ツ

ガ
ー

デ
ン
野
球
場
で

、
日
没
ま

で

行

な
っ
て

い
ま
す
。

み
な
さ
ん

の
応
援
を
お
願

い
し
ま
す
。
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僕も！'

私も！登場したぞ！
ブルーロードビデオ完成披露パーティー

関
係
者
百
五
十
名
が
完
成
を
祝
う
！

四
月

二
十
九
日
（
木

）
青
森

グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
（
青
森
市

）
に
お

い
て

、

佐
々
木
誠

造
管

理
者
青
森
地

域
広
域
事

務
組
合
主
催
の

ブ
ル

ー
ロ
ー
ド

ビ
デ
オ
完
成
披

露
パ

ー
テ
ィ

ー
が
、
関

係
者
百
五
十
名
出
席
し
て

行
な

わ

れ
、
ビ
デ
オ
の
完

成
を
祝

い
ま
し

た
。

こ
の

ビ
デ
オ
は
、
平
成
三
年
度

か
ら
制
作

を
開
始
し
て
、「
伝
統
文
化

編
」「
観
光
編
」「
歴

史
編
」
の
三
部

作
を

『
歴

史
の
道
』
と
し
て

制
作
し

た

も
の
で
す
。

特

に
、
歴
史
編

に
つ
い
て
は
、
青
森

市
・
平
内
町

・
蓬
田
村
・
蟹

田

町
・
平

館
村
・
今
別
町

・
三
厨
村
の

小
学
校
の
児

童
に
出
演
協
力

を
し

て

い
た
だ
き
、
各
市
町

村
の
歴
史
を

愉
快
な
タ
ッ
チ
で

制
作
す

る
こ

と

が
出
来

ま
し

た
。

午
前
十
一
時
三

十
分

か
ら
の

ビ

デ
オ
披
露

パ
ー
テ

ィ
ー
で

は
、
青

森

放
送
の
大
友

・
秋
山

の
両
ア

ナ

ウ

ン
サ
ー

が
司
会

を
担
当
し

て
始

ま
り

ま
し

た
。

最

初
に
、
主
催
者

を
代
表
し

て

代
表
副

管
理
者

の
八
戸

良
次
郎
蓬

田
村
長
よ

り

『
青
森
地

域
の
持

つ

豊
か
な

資
源

、
貴
重
な

自
然
、
歴

史
に
支
え

ら
れ
た
風
土

な
ど
を
圈

域
内

外

の
皆

様
に
再
発
見

・
再
認

識
し

て

い
た
だ
く
た
め

の

ビ
デ
オ

映
画

が
完
成
し

、
ま
ず
皆
様

に

ご

披
露

す
る

わ
け

で
す

が
、
特

に
、

学
校

の
生
徒

さ
ん
が
た
く

さ
ん
出

演

さ
れ
、
素
晴

ら
し

い
演
技

を
さ

れ

る
な
ど
各
方
面

の
方

々
の
ご
努

力
を

い
た
だ
き
ま
し

た
。
心

か
ら

感
謝
申
し
上

げ
ま
す

と
同
時
に

、

皆
様

と
共

に
完
成

の
喜

び
を
分

か

ち
合

い
た

い
と
思

い
ま
す

』
と
挨

拶

が
あ
り

、
乾
杯

と
続
き
ま
し

た
。

こ
の

パ
土

ア
イ
ー
は

、
立
食
形

式
の
会
食
で
行
な
わ
れ
、
楽
し

い
雰

囲
気

の
中
で

パ
ー
テ

ィ
ー

は
進
み

ま
し

た
。

パ
ー
テ

ィ
ー
で

は
、「
伝
統

文
化

編
」「
観
光
編
」「
歴

史
編
」

の
順
に

ビ
デ
オ
が
放
映
さ

れ
、
特
に
歴
史

編
の

ビ
デ
オ

が
放
映

さ
れ
た
時

に

は
、
各
市
町

村
の
主

役
の
子

供
達

か
ら
大
き
な
歓
声
が
沸
き
ま
し
た
。

ま
た

、

ビ
デ
オ
放
映

の
合
間
に

は
、
昨

年
全
国

か
ら
募
集
し

た
、

ブ
ル
ー

ロ
ー
ド
の
イ

メ
ー

ジ
ソ

ン

グ

の
作

詞

者

で

あ

る

佐

川

誠

子

（
茨

城
県
茨

城
市

）
さ
ん
の

『
Ｎ

Ａ
Ｔ
Ｕ
Ｒ

Ａ
Ｌ
』

（
自
然

）
の
作

品

が
イ

メ
ー

ジ
ソ

ン
グ

と
し

て
決

定
し

、
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

今
回

の

パ
ー
テ
ィ

ー
で
の
最

後

の

お
楽
し

み
は

、
な
ん
と

い
っ
て

も
、
外

れ
く
じ
無
し

の

ビ
ン

ゴ
ゲ

ー

ム
で
し

た
。

抽
選
を
し

て
行
く

た
び
に
会
場

か
ら
は
リ

ー
チ

と

い
巧

声
の
歓
声

が
こ
だ
ま
し
参
加
者
全
員
が
豪
華
な

景
品
を
手
に
し
て
楽
し

い
雰
囲
気
の

中

パ
ー
テ
ィ

ー
を
閉
じ
ま
し

た
。

ま

た
、
今
回
制

作
し

た

ビ
デ
オ

は

、
役
場
・
中

央
公

民
館

・
小

学

校
等

へ
配

布
の
予
定

に
な
っ

て
お

り
ま
す

の
で
、
一
度

ご
観
賞
下

さ

い
。
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「
楽
し
か
っ
た
」

蓬
小
・
一
年
生
を
迎
え
る
会

す
。
最
後
に
一
年
生
の
お
礼
の

言
葉
で
す
。
一
年
生
を
迎
え
る

会
が
終
る
と
も
う
す
っ
か
り
蓬

田
小
学
校
の
仲
間
に
な
り
、
各

学
級
に
帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。

五

月

十

一

日

、
例

年

実

施

さ

れ

て

い

る

「
一

年

生

を

迎

え

る
会

」

が
蓬

田

小

体

育

館

に

お

い

て

、
行

な

わ

れ

ま

し

た
。

六

年

生

の

お

に

い
さ

ん

・

お

ね

え

さ

ん

達

に

手

を

引

か

れ

、

体

育

館

に

入

場

し

ま

し

た

。

ふ

だ

ん

は

元

気

な

一

年

生

も

最

初

ち

ょ

っ

と

緊

張

気

味

で

し

た

。

児

童

会

役

員

の

進

行

に

あ

わ

せ

、

各

学

年

か

ら

の

出

し

物

が

進

む

に

つ

れ

て

、

す

っ

か

り

夢

中

に

な

り

、

大

き

な

歓

声

や

拍

手

も

お

こ

り

、
楽

し

い
二

時

間

を

過

ご
し

ま

し

た
。

各

学

年

か

ら

の

出

し

物

は

、

二

年

生
「
輪

の

運

動

」
、
三

年

生

「

○

×

ゲ
ー

ム
」
、
四

年

生
「
ク

レ

ヨ

ン

ち

ゃ

ん

」
、
五

年

生
「

わ

ら

べ
う

た

」

六

年

生

は

「
呼

び
か

け

と

歌

」

で

田植えは順調
５月17日（月）八戸村長、中村農林水産課長他職員が、

村内全域の田植えの状況を視察しました。

農家のみなさんと「苗の成長具合や、田植え機械の

具合」等の話しをしながら「がんばってください」と

激励し巡回しました。

現在のところ田植えも、天候も順調です。

蓬小、一年生を迎える会●　4

身
体
障
害
者
相
談
員
に

福

井

一

衛

（

郷

沢

）

さ

ん

が

、

青

森

県

知

事

よ

り
四

月

一
日

付

け

で

、

身

体

障

害

者

相

談

員

を

委

嘱

さ
れ

ま
し

た
の

で

ご
紹
介
し

ま
す

。

対

象

者

等

の

方

で

相

談

事

か
お

り

ま

し

た

ら

お

気

軽

に

お

尋

ね

く

だ

さ

い
。

（

昔
二

七
－

二
三

〇

三

）同

相

談
員

へ



五
月
十
九
日
（
水
）
役
場
前
に
お
い
て
献
血
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

尊
い
人
間
の
命
を
守
る
献
血
に
今
回
ご
協
力
下
さ
っ
た
の
は
次
の
皆

さ
ん
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

愛
の
献
血
あ
り
が
と
う

玉松台スポーツガーデンオープン

安全祈願祭

五
月
二

十
四
日

（
月

）
玉
松

台

ス
ポ
ー
ツ

ガ
ー
デ
ン
の
安
全

祈
願

祭

が
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。

午

前
九
時
三

十
分
か
ら
行

わ
れ

た
神
事
で
は

、
八

戸
村
長

・
清

水

村
議
会

議
長
は
じ

め
二

十
数
名

の

来

賓

が
、
今

後
の
無
事
を
祈

っ
て

玉
串

を
奉

奠
し

ま
し
た
。

ス
ポ
ー

ツ
ガ
ー

デ
ン
に
は
、
野

球
場

の
他
、
テ

ニ
ス
コ

ー
ト

２
面
、

ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場

が
２
面

あ
り
、

ま

た
、
施
設
内

は
緑
の
芝

生
で
敷

き
つ
め
ら

れ
憩
い
の
場

と
し

て
も

最

適
で
す
。
す

ぐ
側
に

は
、
運
動

の
疲

れ
を
癒

せ
る
「
よ

も
ぎ
温
泉
」

も
あ
り
、

い
よ

い
よ
玉
松

地
域
は

村

民
の
健

康
づ
く
り

の
拠

点
と
な

り
ま
す
。

お

お
い
に
利

用
し
ま
し

ょ
う
。

｢県税のお知らせ｣
自動車をお持ちの皆さん、６月30日は自動車

税の納期限です。

忘れずに納期内納付をお願いします。

自動車税のお問合せは、青森県税事務所

(0177-77-1493) までどうぞ。

5　●玉松台スポーツガーデン安全祈願祭

高校野球が来 る７

６ 月 １２ 日(土)

１３ 日(日)は

玉松台スポーツガーデン
野球場へ行こう／
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（
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（
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（
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悟
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田
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清
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（
　

″
　

）

高
　

田
　

珠
　

子

（
郷
　
　

沢

）

高

田

重

義

（
　

″
　

）

山
　

舘
　

輝
　

久

（
瀬

辺

地

）

山

舘
　
　

建

（
　

″
　

）

工
　

藤
　

み
ゆ

き
（
　

″
　

）

越

田

美

尋

（
　

″
　

）

越
　

田

茂
　

弘

（
　

″
　

）

田

中
　
　

武

（
　

″
　

）

坂

本
　
　

登
（
　

″
　

）

木

戸

琴

美
（
　

″
　

）

佐
　

井
　

勝
　

治

（
広
　
　

瀬

）

柿

崎

勝

博

（
　

″
　

）

久
　

慈

康
　

明
（
　

″
　

）

八
　

幡
　

聖
　

司

（
高
　

根

）

稲

葉
　
　

貢

（
　

″
　

）

工
　

藤
　

義
　

正

（
宮
　

本

）

算
用
子
　

秀
　

子

（
村
　
　

外

）

川

崎

清

春

（
　

″
　

）

工

藤

重

義

（
　

″
　

）

三
　

浦

隆
　

男
（
　

″
　

）

坂

本

勝

教

（
　

″
　

）

柿
　

崎
　

繁
　

一
　（
　
　
″
　

）

青
　

木
　

百
合
子

（
　

″
　

）

木

村

春

美

（
　

″
　

）



山菜の季節

つ
つ
が
虫
に

注
意
し
ま
し
よ
う
！

つ
つ

が
虫

病
は
、

か
っ
て

は
、
新
潟

、
山
形

、
及

び
秋
田
の
三
県

の

河
川
沿

い
に

発
生
す
る
風

土
病
と
さ

れ
て

い
た

が
、
最
近

で
は
、
全
国

各
地
で

つ
つ
が
虫
病

が
み
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し

た
。

本
県
で
も

、
こ
こ
五

年
間

に
五
十
三
人

の
患
者

が
発

生
し

、
今
年
も

五
月
十
二
日
現

在
ま
で

に
一
人
の
患
者
発

生

が
見
ら

れ
て

お
り
ま
す
。

今
後
は

、夏

期
に

か
け
て

、
山
菜
取
り
な

ど
山
に
入

る
人
も
多
く
な

る

と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
つ
つ
が
虫
の
予
防
に
心
が
け
る
よ
つ
に
し
ま
し
ょ
う
。

感
染
経
路

ツ
ツ

ガ

ム
シ
は
、

ダ
ユ
の
一
種
で
体
長

は
〇
・
三

ミ
リ

、
幼
虫
期

に

野
ネ

ズ
ミ
な
ど
の
温

血
動
物
に
吸
着
す

る
習
性

が
あ
り

、
そ
の
際
偶

然

に
人
を

刺
し

、
吸

血
時

に
唾
液
と

と
も
に
つ
つ

が
虫

病
リ
ケ
ッ
チ
ア

が

注
入

さ
れ
感
染
す

る
も
の
で
す
。
し

か
し

、
人

か
ら
人
、
ネ

ズ
ミ

か
ら
人

へ
の
直

接
の
自
然
感

染
は
あ
り
ま
せ

ん
。

症
　
状

つ

つ
が
虫
病
の
症

状
は
、
悪
寒

、
頭

痛
、
筋
肉

痛
、
結
膜
充

血
な
ど

を
伴
う

発
熱
で
、

初
め
は
か

ぜ
と
よ

く
似
た
症

状
を
示
し
ま
す
。

体
温

は
三

八

～
四

〇
度
位
で
す

が
、
そ

の
後
四

肢
や
顔
面

な
ど
に
暗
赤
色

の

斑
点
丘

疹
状
の
発

疹
が
現
れ
ま
す
。

初
期
病
巣
は

ツ
ツ

ガ
ム
シ
の
刺

口
部
で
、
こ

れ
は
腋
下

や
陰
部

な
ど

の
柔
軟

部
に
多
く

み
ら
れ
、
刺
口
部

の
有

無
は
診

断
上
、
重
要

で
す
。
ま

た

、
刺
口
部
は
発
症

の
初
期
に
発

赤
に
囲
ま

れ

Ｉ
セ
ン
チ

く
ら

い
硬

く

な
り
中

央
部
に
水
痘

が
み
ら

れ
ま
す
。
そ
の
後

、
水
痘

は
一
両
日
中

に
破

れ
て
小

カ
イ
ヨ
ウ

を
形

成
し
、
や

が
て

か
さ

ぶ
た
で

覆
わ

れ
ま
す

。
ま
れ

に
典
型

的
な
刺
口

を
欠
く
こ

と
も
あ

り
ま
す

の
で
注
意

が
必
要

で
す

。

な

お
、
発
疱
ま

で
の
潜
伏
期
は

七
日
か
ら
十
日

間
で
す
。

6月　　入梅
住宅金融公庫からのお知らせ

気温・湿度に注意しましよう

（財）東北電気保安協会

住宅金融公庫では平成５年度 第１回申込みを受けております。

〔受付期間：平成５年４月22日(木)～７月２日(金)〕

こ の度、公庫融資は融資額が大きくなり、さらに、金利も引下げになり

まし た。お客様には今までよりご利用し易くなっております。

また、お申込みはお近くの金融機関( 住宅金融公庫業務取扱店と表示し

た金融機関) で行えますので、大変便利です。

マ イホームの新築・購入・リフ ォームなどをお考えの方は、ぜひ公庫融

資をご利用下さい。

お問い合 わせは、住宅金融公庫東北支店( ≫  022- 227-5003) もし くは

お近くの金融機関までお願いし ます。

○
弘
前
大
学
2
4時
間
テ

レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

弘
前
大
学
病
院
で
は
、
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て
、

初
め
て
診
察
を
受
け
る
方
の
た
め
に
、
各
診
療
科
の
新
患
受

付
日
を
二
四
時
間
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
電
話
○
一
七
二
－

三
八
－

○
八
〇
〇
＝
通
話
料
は
有
料
）
で
お
知
ら
せ
し
て
お

り
ま
す
。

初
め
て
大
学
病
院
に
行
く
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
お
確
か

め
く
だ
さ
い
。

《マ イホーム新築融資の融資額の例》

●電話のご相談もお受けします

≫0177-22- 1 025( 直通)

相談日：月曜から 金曜午前９時半～12時

午後１時～４時40 分(祝祭日を除く)

０専門の相談員が親身になってご相談に応じま可

０弁護士相談日：毎月第４水曜日午後1 時～４時

交通事故

ご相談

青森自動車保険請求相談センター
青森市嵯町2-卜 ７日産火災八飛ビル4鰍 青森丈化会1糾1 川 青森調査事務所内150177-76-4391

各課からお知らせ●　6

◆構造が木造で、床面積が90m に125mz 以下の場合

融資額

基本融資額…660 万円（当初10年間4・1 ％、11年 目以降4 ･ 5 %)

特別加算額…700 万円（全期間4・6 ％）

合　　　計…1,360 万円

そのほか、割増融資や工事 費加算額が受けられる場合があり ます。

社団法人日本損害保険協会



・
子

の
夢

を

・
庠
軽

路

を

・
は
丶

か

む
り

・
老

夫
婦

叶
え
て
や
り
た
い

夫
婦
で
乗
り
た
い

似
合
う
母
ち
ゃ
ん

仕
麥
が
っ
ら
く

共

稼
ぎ

新
幹

線

宝
　

物

口
で

も
め

光
　
子

増

吉

勝
　
子

藤
　

久

・

末

づ
く
り

・

三

年
目

・

夫

婦
坂

・

強
が

り
も

し
か
出
来
ぬ
人
と

夫
婦
茶
碗
に

登
り
き
れ
ず
に

妻
の
留
守
に
は

共
に
老
い

ひ
び
人
い
る

チ

が
は
な
れ

眠
ら
れ
ず

久
　
子

昭
　
夫

清
　
乃

栄

博

六
月
九
日
は
、
皇
太
子
殿
下
結

婚
の
儀
に
つ
き
日
本
全
国
お
休
み

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

蓬田 村 選 挙 管 理 委 員 会 よ り

平成５年７月19日任期満了にともなう

蓬田村農業委員会委員一般選挙は

平成５年7月11日(日)執行されます

村体育協会から

村体育協会では、スポーツガーデ

ンオープンにともない次の会員を募

集します。

◇野球審判員

◇40才以上野球部員

◇テニス部員

◇バドミントン部員

・研修会を開きますので初心者でも

興味のある方はご応募ください。

・体育協会の年会費は五百円です。

・応募・問い合わせ先

村役場、坂本勝教

c27-2111 内線　221

県内の交通事故概況
( 平成５年)

二
月
四

日
に
入
場
者
四
万

一
千

人

を
記

録
し

た
よ

も
ぎ
温
泉
。

今
度

は
、
入
場
者
十
万

人
目

の

方
に
豪
華
記

念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

村
内
外

か
ら
大
好
評

の
よ
も

ぎ

温
泉
。
五
月
二

十
日
現
在

の
入
場

者
数
は
八
万

七
千
人

と
か
。

お
楽
し
み

に
’・

青森県交通対策協議会

４　月 累　計

死
者
の

つち

飲 酒 運 転 に よ る 死 者
7

(11)

発

生

546

㈲8 ）

2,204

(2,197)

高　 齢　 者　 の　 死　 者
9

(n)

シＩ

卜

ベ
ル
ト

着　 用　 義　 務　 者

(着けなければならない人)

15

㈲
死

者

11

㈲）

36

(31) 非　　 着　　 用　　 者

(着け ていなかっ た人)

15

(14)
傷

者

649

(614)

2,665

(2,648)

着けてい れば

助かっ たと思われる人

4

(6)

（　）内は前年。累計は１月から

市町村別交通事故防止コン クール実施中

★　飲酒運転　し ない　させない　みのがさない

ー ドライバーの皆さん、スピードは控えめに

歩行者も交通ルールを守りましょう。-

7●川柳北緯41°/各課から

ふ

れ
あ
い
セ

ン
タ

ー
「
よ

も
ぎ
温

泉
」

1
0
万
人
！
記
念
品
贈
呈
！

ラベルをよく読んで

正しく使いましょう
農薬 は、農作物 を病害虫 から守ったり、

成長 を妨 げる雑 草を取り除い たりする た

めに必 要です．し かし．誤っ た使い方 を

すると、 農作物 に多くの農 薬が残り ます．

また、使 用者や周辺 の環境に、 思わぬ影

響を及ぼ します．

農薬 を使 うと きは． 容器に表示 されて

い る使用時 期．使用 回数、注 意事項など

をよく読 んで正し く使い ましょう.

農 薬の適正使用



シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
旅
に
参
加
し
て

青
森
県
地
域
婦
人
団
体
海
外
研
修

蘭
園
見
学

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
世
界
的
な
蘭

の
産
地
で
輸
出
も
盛
ん
で
国
花
に

な
っ
て
い
ま
す
。
蘭
園
は
緩
や
か

な
丘
に
な
っ
て
い
て
、
こ
こ
に
は

数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
多
種
多
様
な

蘭
が
自
生
や
ら
鉢
植
え
や
ら
で
繁

殖
さ
せ
、
色
と
い
い
香
り
と
い
い

私
た
ち
は
た
だ
た
だ
感
嘆
し
ま
し

た
。

こ

の
島

は

、
政
府
も
観
光
開

発

に
取
り

組
み
全
島

が
レ

ジ
ャ
ー
施

設

に
な
っ
て

い
て

シ
ン

ガ
ポ
ー
ル

観
光

に
欠
か
せ

な
い
コ
ー

ス
に
な

っ
て

い
ま
す
。
私

た
ち
は
小
雨

の

降

る
中

ケ
ー
ブ

ル
カ
ー
を
利
用
し

、

眼
下

の
海
に
浮

か
ん
で
い
る
水
上

タ
ク

シ
ー
を
眺

め
ま
し

た
。
晴
天

の
時

に
は
周
囲
の
景
色

が
す

ば
ら

マーライオンを背景に清水　幸子(左)さんと

小野冨美子(右)さん

し
い
そ
う
で
す
。
コ
ン
テ
ナ
（

Ｉ

バ
ー
は
世
界
一
で
四
分
間
に
一
隻

出
入
り
す
る
そ
う
で
す
。

海
底
水
族
館
見
学

内
部
は
動
く
歩
道
に
な
っ
て
い

て
、
左
右
泳
ぎ
回
っ
て
い
る
熱
帯

魚
の
美
し
さ
や
大
小
様
々
な
魚
を

観
賞
し
ま
し
た
。

砦
跡
見
学

モ

ノ
レ
ー

ル
に
乗

り
換
え

、
砦

跡

を
眺

め
る
。
こ

こ
に
あ

る
大

砲

に
目

が
向

く
。

説

明
で
は

、
イ

ギ

リ

ス
が
築

い
た
沿

岸
防
衛
用

の
砦

で

、
太
平

洋
戦
争
時

は

シ
ン
ガ
ポ

ー

ル
セ

占
領
し

た
日

本
軍

が
捕
虜

収
容
所

と
し

て
使

っ
て
い
ま
し
た
。

歴
史
博
物
館

ロ
ウ
人
形
で
中
国
や
日
本
の
戦

前
の
生
活
を
さ
ま
ざ
ま
な
様
子
で

展
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本

が
こ
の
地
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ

て
き
た
の
か
文
章
綴
り
や
写
真
等

も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
実
寸
の

ロ
ウ
人
形
で
、
日
本
軍
が
イ
ギ
リ

ス
軍
に
降
伏
を
迫
る
の
ち
、
日
本

軍
が
イ
ギ
リ
ス
に
降
伏
調
印
を
行

う
場
面

も
再

現

さ
れ
て

い
て

、
こ

こ
で

今
ま
で
楽
し

か
っ
た
観
光

が

暗

い
過
去
に

触
れ
、
み
ん

な
の
顔

が
沈

み

が
ち
に
見

え
ま
し

た
。
し

か
し

観
光
コ

ー
ス
に
な
っ
て

い
る

の
で

戦
争
を
知

ら
な

い
世
代

が
多

い
今
日

、
訪

れ
た
な
ら

ば
過

去
を

避
け

る
の
で
は

な
く
あ
り

の
ま
ま

見
て

ほ
し

い
と
思

い
ま
す
。

最

後
に
な
り
ま
し

た

が
シ
ン

ガ

ポ
ー

ル
で
は
一
月
二

十
三
日

か
ら

二
十
四

日
は
中
国

系
の
人

々
の
正

月
に
あ

た
り
ま
す
。

宿
泊

の
ホ
テ

ル
は

も
ち
ろ
ん
街
中

が
飾
り

つ
け

ら

れ
、
そ
の
華
や

い
だ
情
景

を
昼

も
夜

も
観
賞
で

き
る
チ

ャ
ン
ス
に

恵
ま

れ
嬉

し
く
思

い
ま
し

た
。

帰

路
は
日
中
フ
ラ

イ
ト
で

、
来

る
時
暗

く
て
見
え

な
か
っ

た
空
港

へ
向

か
う

道
路

の
す

ば
ら
し
さ
と
、

街
路
樹

の
美
し

さ
に
こ
の
国

が
モ

ッ
ト

ー
と
し

て

い
る
ク
リ

ー
ン
、

グ
リ

ー
ン
（
清
潔

と
緑

）
の
こ
と

が
納
得

で
き
ま
し

た
。

良

い
こ
と
は

ど
ん
ど
ん
吸
収
し
、

初
め
て

の
海
外

に
出

て
、
見
聞
し

得
た
こ

と
を
、
こ

れ
か
ら

の
地

域

活
動

に
生
か
し
て
行

き
た

い
と
思

っ
て

い
ま
す
。

歯の衛生週間　６月４～10日

長生きは丈夫な歯から歯ぐきから

県地域婦人団体海外研修報告●　8

セ
ン
ト
ー
サ
島
観
光



体の調子はいかがですか

●自然な便意がおきた時に、ガマンしないことが大原則。

●肌荒れ・痔・大腸ガンなど便秘が もとで起きやすい病気は多い。

便 秘

た
か
が
便
秘

と
思
う

な

か
れ
。

軽
く
考
え

る
の
は
よ
く
あ

り
ま
せ

ん
。
オ
ナ

カ
が
張

る

、
お
肌

が
あ

れ
る
、

ニ
キ

ビ
が
出

る
と
い
っ
た

軽
度
の
も

の
も
長
期
に

わ
た
っ
て

習
慣
性
に

な
る
う

ち

に
、
も
っ
と

深
刻
な
病
気

を
誘
発
し

ま
す
。
ま

ず
、
固

い
便
を

ム
リ

ヤ
リ

出
そ
う

と
し
て
で

き
る
キ

レ
痔
。

そ
し
て

肛
門
周
辺

の
静

脈
の
う

っ
血
に
よ

っ
て
生
じ

る
イ

ボ
痔
。

こ
れ
ら
は

排
便
時

に
痛
み
や
不

快

感
を
伴
な

う
た
め

、
つ
い
つ

い
ト

イ
レ
に
行

く
の

が
お
っ
く
う
に

な
っ
て
、
一

層
症
状

を
進
ま
せ

る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
痔

よ
り
も
恐

ろ
し

い
の

が

大
腸

ガ
ン
で
す
。

お
肉
が
多
用

さ

れ

る
食

事
の
変
化

と
と
も
に
、

セ

ン
イ
質
（
野
菜
を
食

べ
る
量

）
が
少

な
い
た

め
、
便
の
量

が
少
な
く
な

り

、
便
が
大
腸
内

に
と
ど
ま

る
時

間

が
長

く
な
っ

た
こ
と
も
原
因

の

ひ

と
つ
と
言
わ

れ
て

い
ま
す
。

痔

の
出

血
は
肛
門

に
近
い
た

め
、
ま

っ
赤
で

ホ
ク
ホ

ク
と
い
う
感
じ
。

ガ
ン
の
場

合
は

、

ゼ
リ
ー
状

の
血

が
便
と
と
も
に
小
量

出
ま
す
。

出

血

が
あ

れ

ば
す
ぐ

お
医

者

さ
ん
に

相

談
す

る
ほ
う

が
安
心
で
す
。

ウ
ン
チ
の
出
方
に
も
個

性
が
あ
る
の
で
す
！

一
般
に
日
本
人
は
几
張
面
で
あ

り
、
子
供
の
時
か
ら
「
便
通
は
、

一
日
に
一
回
あ
る
の
が
正
常
で
あ

る
」
と
思
っ
て
い
る
ひ
と
が
多
い

よ
う
で
す
。
し
か
し
、
便
通
は
そ

れ
ぞ
れ
個
人
に
よ
っ
て
異
な
り
、

た
と
え
ば
一
日
に
三
回
の
人
も
あ

れ
ば
、
三
日
に
一
度
の
人
も
あ
り

さ
ま
ざ
ま
で
す
。

正
常
の
便
通
と
は
、
排
便
後
に

ま
だ
便
の
残
っ
て
い
る
よ
う
な
感

じ
、
い
わ
ゆ
る
残
便
感
が
な
く
、

二
大
二
日
ぐ
ら
い
便
が
出
な
く
て

も
腹
痛
ま
た
は
腹
部
の
不
快
感
な

ど
の
な
い
こ
と
を
い
い
ま
す
。
つ

ま
り
便
通
の
回
数
で
は
な
く
て
、

出
る
時
に
ス
ル
ッ
と
出
て
、
排
便

後
の
爽
快
感
が
あ
る
こ
と
が
い
い

の
で
す
。
た
だ
、
便
通
が
長
い
間

規
則
正
し
く
続
い
た
人
が
、
便
秘

ま
た
は
下
痢
、
そ
れ
に
便
秘
と
下

痢
が
交
互
に
く
る
な
ど
、
あ
る
時

期
か
ら
特
別
の
原
因
も
な
く
便
秘

や
下
痢
に
変
か
っ
た
な
ど
の
場
合

は
、
大
腸
ガ
ン
の
疑
い
も
考
え
ら

れ
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

人
間
の
カ
ラ
ダ
の
中
を
通
り
抜

け
て
き
た
便
は
、
何
よ
り
も
有
弁

に
、
消
化
器
系
の
健
康
状
態
を
物

語
っ
て
く
れ
ま
す
。
せ
っ
か
く
の

水
洗
ト
イ
レ
（
水
洗
で
な
い
方
は

オ
シ
リ
を
ふ
い
た
紙
を
み
つ
め
て

下
さ
い
）
。
汚
い
と
言
わ
ず
に
、

今
ま
で
体
内
に
い
た
分
身
を
よ
く

な
が
め
て
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て

下
さ
い
。
水
に
浮
く
便
は
、
脂
肪

が
多
く
腸
の
消
化
吸
収
力
が
ダ
ウ

ン
し
て
い
る
し
る
し
。
黒
い
便
は

胃
や
小
腸
に
、
ま
た
白
い
便
は
肝

臓
や
胆
の
う
に
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
赤
い
便

は
伝
染
病
の
疑
い
も
あ
り
ま
す
が

ほ
と
ん
ど
が
痔
。
ト
イ
レ
で
便
を

流
す
前
に
、
ま
ず
、
ウ
ン
チ
を
よ

く
観
察
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆ ６月10 日～18 日までの総合 健診

（肺ガン・基本・胃ガン・大腸ガ

ン検診）を受けられなかった人は、

次回平成 ６年 １月６日（お正 月で

忙しいでしょうが ）にぜ ひ受け ま

しょう。

9　●保健コーナー

●決った時間にトイレに行こう。

便
秘

の
原
因

で
最
も
多
い
の
は
、

生
活
習
慣

に
よ
っ
て
起

こ
る
も

の

で
す
。

便
意

が
も
よ

お
し

て
き

た

時
に
手

を
離
せ
な

い
仕
事

が
あ
っ

た
り
し
て

、
つ

い
つ
い

ガ
マ
ン
し

て
し
ま
う
。

朝
の
主

婦
に
は
あ
り

か
ち
な

こ
と
で
す
。

こ
う

い
う
習

慣
を
く
り

返
す

と
、
腸
壁

が
圧
力

の
変
化

に
鈍
感
に

な
り

、
便
意

が

消
え
て
し

ま

い
ま
す
。

そ
の
ま
ま

時
間

が
た
つ
ほ

ど
腸

が
水
分
を
吸

収
し
て

便

が
固
く

な
り
、
ま
す
ま

す
出
に

く
く
な
っ
て
し

ま
う

わ
け

で
す
。

囗
か
ら
入

っ

た
食
物

が
体
内

を

通
っ
て
排

泄
さ

れ
る
ま
で
の
時
間

は

お
よ

そ
二

十
四
時

間
。
つ
ま

り
、

一
日
一

回
は
自
然

に
便
意
を
も
よ

お
す

の
が
健
康
な

状
況

で
す
。

こ

の
チ

ャ
ン
ス
を
逃

が
さ
ず
、
何

は

さ
て

お
き
ト

イ

レ
に
か
け
こ

む
。

こ

れ
が
快

便
の
秘

決
で
す
。
朝

起

き

た
ら

冷
た

い
水

を
コ
ッ

プ

ー
杯

の
む

、
朝

食
前

に
リ

ン

ゴ
を
食

べ

る
、

牛
乳

を
飲

む
、
ヨ
ー
グ

ル
ト

を
食

べ
る
な

ど
、
胃

腸
に
刺

激
を

与
え

る
工

夫
も
有

効
で
す
。

さ
っ

そ
く
実
行
し

て
み

ま
し

ょ
う
。

ト
イ
レ
に
行
き
た
く
な

つ
た
ら
ま
ず
行
こ
う
！

(1)②
便
秘
か
ら
起
こ
る
病
気

も
多
い
の
で
す
／

(3)

(4)
時
に
は
ウ
ン
チ
を
み
つ

め
て
み
よ
う
！



悲
願
！
正
法
院
の
鐘

田
　

中
　

蕉
　

山

た
大
地
震

津
軽
藩

第
七
代
藩
主

津
軽
信
寧

の
時
代

、
明
和
三

年

（
一
七
六
六

年

）
　一
月
二

十
八
日
酉

の
刻
（
午

後
六
時
頃

）
大
き
な

地
震

が
起
こ

り
ま
し

た
。

そ
れ
は

今
の
言
葉
で

言
う

と

マ
グ
ニ
チ

ュ

ー
ド
六
・
九

く
ら

い
の
津
軽
藩
最
大

の
大

地
震

で
し

た
。

ち
ょ
う

ど
積
雪

の
時
期

で
も
あ

っ
た
の
で
、
多

数
の
潰
家

、

死

傷
者

を
出
し

ま
し

た
。
ぞ

れ
に

加

え
て

火
災

発
生
と

い
う

惨
状
と

な
り

、
こ

の
地
震
は
津
軽

地
方
全

体
に
渡
っ

た
が
、
被
害

の
大

き
か

っ
た
の
は

、
弘
前
、
青
森

、
黒
石
、

板
柳
な

ど
で

、
特
に
外

が
浜

一
帯

の
被
害
は

ひ
ど
い
も
の
で
あ

っ
た

よ
う

で
す
。
黒

石
領
を
含

む
領
内

の
被
害
報

告
で

は
、
潰

れ
た
も
の

は
役
所

一
四

、
家
五
四
九
七

、
店

六
八
二

、

土
地

一
九
八
、
寺

院
三

〇

、
堂
社
一
七
。

ま
た
焼
失

は
家

二
五
〇

、
土

蔵
六
六
、
寺
院
四

、

堤
防
決
壊
三
五

八
三
間
（
約

六
・

五
（
ｍ

）
落

橋

匸
二
四

、
圧
死
者
一

〇
〇
一
人

、
焼
死
三
〇

一
人

、
け

が
一
五
三
八

人
、
死
馬
四
四

七
頭

と
惨
澹

た
る
も
の
で
し

た
。

弘
前

城
の
居
館

、
矢
倉

、
門

、
蔵
等

が

ひ
ど
く
破
損
し

、
土
居

、
石
垣
も

崩
れ
、
地

割
れ

が
至

る
所

に
出
来

ま
し

た
。

青
森

で
も

御
仮
屋

が
倒
壊
、
出

火
し

て
ほ

と
ん

ど
焼
失

、
町
奉
行

所
も
半
壊
し

、
善
知
鳥

神
社
も
大

破
し

て

い
ま
す

。

蓬
田
に
も

そ
の
中
で
蓬
田
村
百
姓
、
六
良

兵
衛
の
一
家
は
十
二
人
が
死
亡
、

十
三
才
に
な
る
娘
が
一
人
残
る
と

い
う
悲
劇
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

こ
の
娘
は
身
寄
り
が
な
く
な
っ

た
の
で
、
時
の
正
法
院
の
住
職
が

こ
れ
を
哀
れ
ん
で
、
青
森
の
常
光

寺
に
引
き
取
っ
て
も
ら
い
尼
と
な

り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
成
人
し
た
こ
の
娘
は

一
族
の
菩

堤
寺
で
あ

る
正

法
院
に

親
兄
弟

の
供
養
に

と
梵

鐘
の
寄
進

を
発
願
し

ま
し

た
。

そ
し

て
木

版

刷
の
趣
意
書

を
作
り

、
紙
一
枚

、

銭
一
文
で

も
喜
捨
を
受
け
ま
し
た
。

こ
う
し

て
何
年
間

も
各
地
を
巡

り
歩

い
て

苦
心
惨
澹

の
来
、
つ

い

に
目
的
を
達
し

ま
し

た
。

明
和
三

年
、
十
三

才
で
地
震

に
会

い
常
光

寺
に
預
け

ら
れ
た
娘

の
悲
願

で
あ

る
梵
鐘

が
出
来

だ
の

が
寛
政
７
年

と
云

い
ま
す

か
ら
、
娘

は
二

十
九

年
後
の
四

十
二

才
に
な

っ
て

い
ま

し

た
。
鐘

の
寄

進
に

は
、
黒

石
保

福

寺
の
住
職

が
尽

力
し

た
と
い
わ

れ
鐘
銘
に

は
そ

の
事

が
記

さ
れ
て

い
た
そ
ブ
で
す
。

そ
の
鐘

の
音
は
、
妙

な
る
音
で

綿
々
と
し
て
近

く
は
も

と
よ
り
遠

く
ま
で
の

善
男
善
女

の
耳

根
に
も

年
久
し

く
聞
こ

え
た
と
あ
り
ま
す
。

現

在
、
正
法
院

の
庭
に
あ

る
鐘
は

昭
和
五

十
八
年
四
月

に
新
し

く
作

っ
た
も
の

だ
そ
う

で
す
。
し

か
し

、

こ
の
蓬
田
村
百
姓

、
六
良

兵
衛
の

娘
、
本
源
尼

の
親
兄

弟
を
思
う

心

は
今
も
そ

の
鐘
の
音
に
こ

も
っ
て

い
る
事

と
思

い
ま
す
。

筆
者

は
過
日
、
青
森

の
常
光
寺

に
本
源
尼

の
事

が
何
等

か
の
形
で

残
っ
て

は
い
ま

い
か

と
お
寺
を
訪

ね
ま
し

た
が
、
常
光

寺
も
戦
災

に

会

い
書
類

等
を
焼
失

、
本

源
尼

の

事
に
就

い
て
聞
き
出
せ

る
も

の
は

何
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し

た
。

風

雪

と
時

の
流

れ
は
、
す

べ
て

を
忘
却

の
彼
方
へ
押
し

流
し

て
し

ま
う

の
で
し

ょ
う

か
。

常
光
寺

を

出
た
ら
供

養
堂
の
ま

わ
り
に
立
て

ら
れ
て
あ

っ
た
風
車

が
、
か
す

か

な
風

に

静
か
に
回
っ
て
い
ま
し
た
。

６ 月は 「まちづ くり月間」 で す

いい街は　ひらめき　ときめき　響きあい

豊かで潤いのあるまちづくりについて、皆さんも一緒に考えてみましょう。
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悲
劇
が

津
軽
藩
を
襲
っ



東
郡
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
自
作
ビ
デ
オ
教
材
完
成
試
写
会

に
し
き
石
加

工
で
川

崎
武
敏
（
広
瀬

）
さ
ん

東
郡
六
町
村

で
組
織
す

る
東
津

軽
郡
視
聴
覚

教
育
連
絡
協
議

会
の

自
作

ビ
デ
オ
教
材
完
成
試
写

会

が

五
月
十
八

日

（
火

）
青
森

グ
ラ

ン

ド

ホ
テ

ル
に
お

い
て
開
催

さ
れ
ま

し

た
。

今
回
制
作

さ
れ
た
テ
ー

マ
は
。
ふ

る
さ
と

の
人

・
仕
事

”
編
で
、
昨

年
に
引
き
続

き
二

作
目
。

ビ
デ
オ

に
は
各
町
村

の
職
人

さ
ん

や
昔
か

ら
引
き
継

が
れ
て

い
る
そ

れ
ぞ
れ

の
仕
事

が
収
録
さ
れ
て

い
ま
す
。

蓬
田
村

か
ら
は
昨
年

、
に
し

き

石
の
加
工

で
、
青
森
県

に
し

き
石

インタビューに答え
る川崎武敏さん

わが村の制作
スタッフのみなさん

愛
好
会
本

部
会
長
賞

を
受
賞
し

た

川
崎

武
敏
（
広
瀬

）
さ
ん
の
作
業

風
景

と
、
に
し

き
石

に
魅
せ
ら

れ

た
思

い

が
紹
介

さ
れ
て

い
ま
す
。

当
協

議
会

が
自

作
し

た

ビ
デ
オ

教
材

は
、

。
東
郡

の
昔
っ

こ
”
の

五
作

に
続
き

。
ふ
る
さ

と
の
道
編
”

八戸村長と一緒に作品
の観賞

一
作
、

。
ふ
る
さ
と
の
人
・
仕
事

編
”
と
、
今
回
が
八
作
目
に
な
り

ま
す
。
郷
土
の
学
習
教
材
と
し
て

高
く
評
価
さ
れ
全
国
視
聴
覚
教
材

コ
ン
ク
ー
ル
で
も
優
秀
賞
を
受
賞

し
て
い
ま
す
。

ビ
デ
オ
を
観
賞
し
た
い
方
は
、

村
中
央
公
民
館
、
ま
た
は
、
社
会

教
育
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

み
～
つ
け
た

熱心にモニターを

観る奈良教育長と
伊奈かっぺいさん

６３
玉松台スポーツガーデン内

に設置されているフィットコア

と呼ばれるもので、鉄棒、平

行棒、平均台、うんていの他、

多目的な運動が可能です。使

用方法は親切に図解入りの看

板で示されています。

あなたも試してみてはいか

がですか。
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ふ
る
さ
と
は
遠
く
に
あ
り
て

り
て

蓬
田
村
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は

私
は
、

。故
郷
匸
逢
田
村
を
離
れ

て
、
早
い
も
の
で
二
十
年
が
過
ぎ

ま
し
た
。
こ
ち
ら
で
暮
ら
す
年
数

の
方
が
長
く
な
り
ま
し
た
。

昭
和
四
十
八
年
に
、
高
校
を
卒

業
と
同
時
に
、
日
産
自
動
車
㈱
に

入

社
し

ま
し

た
。

六
ヵ
月
間

の
工

場

実
習
の
後

に
、
銀
座
に
あ

る
本

社

の
部
品
部

に
配
属

さ
れ
ま
し
た
。

現
在

の
仕
事

は
、
こ
わ
れ

た
自
動

車

の
修
理
や

、
車
検
・
定
期

点
検

整

備
の
時
に
使
う

部
品
の
、
部

品

番
号

を
案
内
し

て
い
る

パ
ー
ツ
カ

タ
ロ
グ
の
作
成

で
す
。

ア

フ
タ

ー
サ

ー

ビ
ス
の
分

野
で

す

の
で
、

お
客
様

と
の
関
連

が
強

く
や
り

が
い
の
あ
る
部
署
で
す
。

最
近
で

は
、
海
外
生
産
車

の
逆

輸
入

な

ど
が
あ

り
、
海
外
生

産
拠

点
と
の
調

整
な
ど

が
多
く
な

っ
て

き
ま
し

た
。
し

か
し
、
こ
こ

の
と

こ

ろ
の
不

況

で
、
当
社
は

昨
年
、

赤

字
決
算

と
な
り
、
き

び
し

い
状

人 口 と 世 帯数

(４月30日現在)

総人口3,983 人

男　1,906 人

女　2,0ｱﾌ 人

世帯数1,052 世帯

お誕生おめでとうございます

況
に
陥

い
っ
て

い
ま
す
。

残
業
０

化
（
但
し

、
仕
事
は
変

わ
ら
ず
、

残
業
代
Ｏ

）
、
人
員
削

減
、
工
場

閉
鎖
な

ど
、
従
業
員

へ
の
し
わ
寄

せ

が
大

き
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す

が
、
津
軽

人
の
粘
り

で
が
ん

ば
っ

て

い
ま
す
。

家
族

は
、
東
京
生

ま
れ
の
妻

と

三

人

の
子

供

が
い
ま
す
。

ま
た

、

妻

の
両

親
・
妹

と
も
同

居
し
て

お

り
ま
す
。
最
近

で
は
め
す
ら
し

い
、

八
人

と
い
う

大
家

族
で
す
。
毎
日

、

ワ
イ
ワ

イ
、

ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
に

ぎ
や

か
に
暮

ら
し

て

お
り

ま
す
。
以
前

は

、
毎

年
の
よ
う

に
帰
省
し
て

お

り
ま
し

た

が
、
こ

こ
数
年
、

ご
無

沙
汰
し

て
お
り
ま
す

。

日
産
自
動
車
㈱

中
　

島

と
も
す
れ
ば
忘
れ
が
ち
な
故
郷

を
、
今
回
送
っ
て
頂
い
た
、
村
勢

要
覧
や
、
広
報
よ
も
ぎ
た
を
見
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
思
い
出
す
こ
と

二 女
孝　弘

沼　子
久慈　亜衣

ご結婚おめでとうございます

八幡　 秀美（高　 根）

熊谷　夏子（青森市）

安田　正雄（広　瀬）

榊　 よし子（青森市）

ま
さ
　
　
　お

政
　

雄

さ
ん

が
で
き
ま
し
た
。
今
年
こ
そ
は
、

蓬
田
に
帰
っ
て
、
旧
友
だ
ち
と
語

り
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

米
・
牛
肉
の
自
由
化
等
、
難
し

い
問
題
が
多
い
中
で
、
蓬
田
村
の

今
後
の
発
展
と
村
民
の
皆
様
の
御

多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

めも

S・現住所 ／〒340 埼玉県八潮市浮塚276-17

/250489-97-3077･ ・生年月日 ／昭和29年10

月15日 ／卜 出身 ／蓬田／武井兼次郎氏四男

･･家族 構成／妻・眞理・長男・裕介 ・次男

・真二 ・長女・はるか卜 好きなものノド ラ

イブト 経歴／青森県立青森工業高等学校卒

（ 昭和48年３ 月）／日 産自動車㈱（昭和48

年４月 ）～現在に至る。

五
月
号

で
行
政
相

談
委
員
、

張

間
キ
ョ

（
長
科

）
さ
ん
の
電

話
番
号

に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。

二

七
－

二
四
三
三

か
ら
二

七
－

二

四
三
二

に
訂
正
し

お
詫

び
し

ま
す
。

けつぱる蓬田人／戸籍の窓口●12

戸籍の

窓　口

４月受付分

け
つ
ぱ
る
蓬
田
人

訂
正
し
ま
す

おくやみ申し上げます

藤本　 みよ（長　科　95 筬）

工藤武次郎（蓬　 田　72 歳）

田中　 ヤサ（蓬　 田　96 歳）
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